この度、○○第一営業部長○○○○様ご逝去の訃報に接し、大変驚いております。
かねてからご入院されているとは存じあげておりましたが、術後の経過もすこぶる順調と伺い、安堵いたしておりましたところ、突然のご他界未だに信じることができません。
奥様はじめご家族の心、どれほどかとお察し申し上げます。
お淋しいこととは存じますが、どうかご健康を損ねませんようお祈り申し上げます。
本来ならば早速、お悔やみに参上すべきところ、遠隔地ゆえ思うにまかせず、書中をもって謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
なお、心ばかりの香料を同封しました。わずかでございますが、ご霊前にお供えいただければ幸いと存じます。

○○　○○
